
               成果報告書「学校指定における包括的な学校改善の取組」 
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別海町立中春別小学校 指定年度：H30～ 

児 童 数：98 名 

 

①教育理念や経営方針の浸透 

 ・学校がチームとして機能するためには、経営の重点や目的を明確に示し、浸透させること

が大切であることから、教職員、子ども、保護者及び地域住民に、短い言葉を用いたり、

図式化したりするなどして、分かりやすく伝えることに努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

②温かい人間関係を基盤とした職員室づくり 

・子どもを指導する教員がチームとして機能するには、困った

ことを気軽に相談し助け合える環境が大切であることから、

ＯＪＴを意識して、若手・ミドルリーダー・ベテラン教員が

互いに対話し学び合う機会や協働で問題解決を図るための

場づくりを行った。 

・先輩教員の師範授業「若手塾」や、研修部が企画した「一日

シャドーイング」、教員の専門性を生かした「交換授業」によ

る授業力向上の機会を設定するとともに、ケース会議の開催

など、学級担任を支援する組織体制を整備した。 

③管理職による授業観察を通した日常会話や面談の工夫 

・教職員とのコミュニケーションの活性化を図るため、日常から管理職が授業観察を行うとと

もに、指導の在り方について対話し、授業者の気付きを促しながら、相談や助言を行った。 

・「授業観察カード」を作成し、子どものよさや成長、指導上の課題等を授業者に伝え、教

職員との関わりを記録に残すようにした。 

 
 
□学校評価の「学校の教育方針を分かりやすく伝える」の項目で、教職員・保護者ともに肯定

的な回答の割合が 90％以上を上回った。 

□学校評価の「日々落ち着いて学習に取り組む（学習規律）」の項目で、４点中、教職員平均

が 3.2 点、児童平均が 3.4 点であり、肯定的な回答が多く見られた。 

□標準学力調査の第２～６学年の平均正答率が昨年度より向上し、全国平均以上となるととも

に、「学習をがんばった」と回答する児童の割合が 95％となった。 

■教職員が相談し合い、授業や生徒指導対応を行うなど、チームで対応する姿がよく見られる

ようになったものの、学校評価の「学校経営への参画意識・協働意識」の項目で、教職員の肯

定的な回答の割合が 72％であったことから、協働的な取組をさらに充実する必要がある。 

２ 取組の成果と課題 （□：成果 ■：課題） 

１ 包括的な学校改善に向けた取組の概要 

【２学期の経営の重点を明確に示した「２学期の全体の景色」（一部抜粋）】 

【相談する教員】 

令和２年度 中春別小学校 ２学期の全体の景色 

コロナの渦の中で子どもの学びとわくわくを大事にする２学期 

  
 

 

 

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 

8/7終業式 

8/18始業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月学校評価 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/25参観日（授業公開） 

 

 

 

12/25終業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月学校評価 
 

1/13始業式 

 

水泳学習中止 マラソン記録会中止 学芸会中止 三世代交流会（餅つき）は、
今年度より行ないません。 

  

 

 

 

 

 

日常授業改善（学びの質）         11/18ブロック研             12/9公開研修会 

8/24外部講師研修会 8/26・27 標準学力調査 9/２指導主事訪問    10/17ブロック研  

TT指導  習熟度指導  学習支援 

基礎学力向上（学びの土台） 

7月漢字力・計算力テスト  頑張りタイム 放課後学習 家庭学習              12月漢字力・計算力テスト 

読解力向上      新聞の日（月 1回）  朝読書（週 3回） 

 スポーツ・芸術・みのりの秋 

・いもほり（学団） 

・みのりの集会（カレーなし） 

9/16スポーツ集会（参観日）   10/16音楽発表会（公開） 

運動を楽しむ             協力し創り発表する 

9/25 ミニ遠足（１~４年） 

弁当の日、ヘルスパーク 

9/24・25修学旅行（6年）   10/26・27宿泊研修（5年） 

北見・網走方面            ネイパル厚岸   

体育でのマラソン、新体力テスト  

コロナウイルス感染拡大防止の継続（新しい生活様式） 

家庭での健康調査、手洗い、マスクの着用、校内消毒   3密を回避（密閉：換気、密集：身体距離の確保（人数制限）、密接：マスクの着用 

仲間づくり 

体づくり 

いじめアンケート・ほっ

と・教育相談の実施 

困り感への対応 

9/30前期通知票配付 1学期成績一覧配付 ２学期成績一覧配付 

子ども一人一人に学習内容を 
しっかり身に付けさせる 

 

第３波、吹雪・台風、インフルエ
ンザ等に備える 
 

少しでも余裕をもった 
授業時数の確保 

夏休みの短縮8/8～8/17 （１０日間）  開校記念日9/15（登校日） 行事（内容）の精選  冬休みの短縮12/26~1/12（18日間）  

学校経営の基本方針 

知・徳・体 バランスの取れた質の高い教育実践

を通し、「生きる力」を育む 

（適切な教育課程の編成、実施、評価、改善） 

今年度の重点課題 

「学力と人間関係形成力の向上」 

（中学校との共有） 

～学びに向かう主体性、主張性・協調性を育む～ 

課題に対する具体策 

授業改善と学級経営の充実 

子どもの自覚化 

－49－ 


